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( 5 7 ) 【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 供 給 さ れ た 溶 鋼 を 貯 留 す る 収 容 部 を 有 す る 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ で あ っ て 、
　 前 記 収 容 部 は 、 前 記 溶 鋼 を 流 出 さ せ る １ 又 は 複 数 の 溶 鋼 流 出 口 及 び 、 前 記 １ 又 は 複 数 の  
溶 鋼 流 出 口 よ り も 前 記 溶 鋼 の 上 流 側 に 配 置 さ れ か つ 、 中 空 の 筒 状 に 形 成 さ れ た 堰 を 有 し 、
　 前 記 堰 は 、
　 底 部 と 、
　 前 記 底 部 か ら 立 設 さ れ た 壁 部 と 、
　 前 記 壁 部 の 一 端 に お い て 周 縁 を 覆 う よ う に か つ 、 前 記 堰 の 底 部 と 対 向 し て 設 け ら れ て い  
る 庇 部 と 、
　 前 記 壁 部 及 び 前 記 底 部 に よ っ て 囲 ま れ た 内 部 空 間 に 不 活 性 ガ ス を 供 給 す る ガ ス 供 給 部 と  
、 を 含 み 、
　 前 記 ガ ス 供 給 部 は 、 複 数 の 細 孔 が 全 体 に 形 成 さ れ て い る ポ ー ラ ス 部 と 、
　 前 記 ポ ー ラ ス 部 を 支 持 し 、 か つ 前 記 堰 の 壁 部 に 設 け ら れ て い る 支 持 部 と 、
　 前 記 支 持 部 と 前 記 堰 の 前 記 底 部 と の 間 の 前 記 堰 の 前 記 壁 部 に 設 け ら れ か つ 、 前 記 不 活 性  
ガ ス を 吐 出 す る 配 管 と 、 を 含 み 、
前 記 堰 の 前 記 壁 部 及 び 、 前 記 底 部 は 、 取 鍋 の ノ ズ ル か ら 溶 鋼 が 注 入 さ れ る 領 域 で あ る 溶 鋼  
注 入 領 域 を 囲 む よ う に 形 成 さ れ て い る 、 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ 。
【 請 求 項 ２ 】
　 前 記 堰 は 、 前 記 ポ ー ラ ス 部 、 前 記 支 持 部 、 前 記 堰 の 前 記 壁 部 及 び 、 前 記 堰 の 前 記 底 部 に  

請求項の数　12　（全14頁）
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よ っ て 囲 ま れ た 収 容 室 を 有 し 、
　 前 記 配 管 は 、 前 記 収 容 室 を 囲 む 前 記 堰 の 前 記 壁 部 に 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の  
連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ 。
【 請 求 項 ３ 】
　 前 記 ガ ス 供 給 部 は 、 前 記 配 管 か ら 供 給 さ れ る 前 記 不 活 性 ガ ス の 流 量 を 調 整 す る 調 整 手 段  
を 有 す る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ 。
【 請 求 項 ４ 】
　 前 記 配 管 は 、 前 記 収 容 部 の 壁 部 に 沿 っ て 配 さ れ か つ 、 耐 火 性 を 有 す る 被 覆 材 に よ っ て 覆  
わ れ て い る 、 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ 。
【 請 求 項 ５ 】
　 前 記 配 管 は 、 前 記 収 容 部 の 壁 部 に 沿 っ て 配 さ れ か つ 、 耐 火 性 を 有 す る 被 覆 材 に よ っ て 覆  
わ れ て い る 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ 。
【 請 求 項 ６ 】
　 請 求 項 １ 又 は ２ に 記 載 の 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ を 用 い た 鋼 の 連 続 鋳 造 方 法 で あ っ  
て 、
　 下 記 （ １ ） 式 を 満 た す 流 量 で 前 記 不 活 性 ガ ス を 吹 き 込 む 工 程 を 含 む 、 鋼 の 連 続 鋳 造 方 法 。
　 ０ ． ０ ２ ≦ Ｒ ≦ １ ． ０ ０         （ １ ）
Ｒ ： ポ ー ラ ス 部 の 単 位 面 積 当 た り の 不 活 性 ガ ス の 流 量 [ Ｎ Ｌ ／ （ ｓ × ｍ ２ ） ]
【 請 求 項 ７ 】
　 請 求 項 ３ に 記 載 の 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ を 用 い た 鋼 の 連 続 鋳 造 方 法 で あ っ て 、 下  
記 （ １ ） 式 を 満 た す 流 量 で 前 記 不 活 性 ガ ス を 吹 き 込 む 工 程 を 含 む 、 鋼 の 連 続 鋳 造 方 法 。
　 ０ ． ０ ２ ≦ Ｒ ≦ １ ． ０ ０         （ １ ）
　 Ｒ ： ポ ー ラ ス 部 の 単 位 面 積 当 た り の 不 活 性 ガ ス の 流 量 [ Ｎ Ｌ ／ （ ｓ × ｍ ２ ） ]
【 請 求 項 ８ 】
　 請 求 項 ４ に 記 載 の 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ を 用 い た 鋼 の 連 続 鋳 造 方 法 で あ っ て 、 下  
記 （ １ ） 式 を 満 た す 流 量 で 前 記 不 活 性 ガ ス を 吹 き 込 む 工 程 を 含 む 、 鋼 の 連 続 鋳 造 方 法 。
　 ０ ． ０ ２ ≦ Ｒ ≦ １ ． ０ ０         （ １ ）
　 Ｒ ： ポ ー ラ ス 部 の 単 位 面 積 当 た り の 不 活 性 ガ ス の 流 量 [ Ｎ Ｌ ／ （ ｓ × ｍ ２ ） ]
【 請 求 項 ９ 】
　 請 求 項 ５ に 記 載 の 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ を 用 い た 鋼 の 連 続 鋳 造 方 法 で あ っ て 、 下  
記 （ １ ） 式 を 満 た す 流 量 で 前 記 不 活 性 ガ ス を 吹 き 込 む 工 程 を 含 む 、 鋼 の 連 続 鋳 造 方 法 。
　 ０ ． ０ ２ ≦ Ｒ ≦ １ ． ０ ０         （ １ ）
　 Ｒ ： ポ ー ラ ス 部 の 単 位 面 積 当 た り の 不 活 性 ガ ス の 流 量 [ Ｎ Ｌ ／ （ ｓ × ｍ ２ ） ]
【 請 求 項 １ ０ 】
　 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ に 設 け ら れ か つ 、 中 空 の 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 堰 で あ っ て 、
　 底 部 と 、
　 前 記 底 部 か ら 立 設 さ れ た 壁 部 と 、
　 前 記 壁 部 の 一 端 に お い て 周 縁 を 覆 う よ う に か つ 、 前 記 堰 の 底 部 と 対 向 し て 設 け ら れ て い  
る 庇 部 と 、
　 前 記 壁 部 及 び 前 記 底 部 に よ っ て 囲 ま れ た 内 部 空 間 に 不 活 性 ガ ス を 供 給 す る ガ ス 供 給 部 と  
、 を 含 み 、
　 前 記 ガ ス 供 給 部 は 、 複 数 の 細 孔 が 全 体 に 形 成 さ れ て い る ポ ー ラ ス 部 と 、
　 前 記 ポ ー ラ ス 部 を 支 持 し 、 か つ 前 記 壁 部 に 設 け ら れ て い る 支 持 部 と 、
　 前 記 支 持 部 と 前 記 底 部 と の 間 の 前 記 壁 部 に 設 け ら れ か つ 、 前 記 不 活 性 ガ ス を 吐 出 す る 配  
管 と 、 を 含 み 、
前 記 壁 部 及 び 、 前 記 底 部 は 、 取 鍋 の ノ ズ ル か ら 溶 鋼 が 注 入 さ れ る 領 域 で あ る 溶 鋼 注 入 領 域  
を 囲 む よ う に 形 成 さ れ て い る 、 堰 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 前 記 ポ ー ラ ス 部 、 前 記 支 持 部 、 前 記 堰 の 前 記 壁 部 及 び 、 前 記 堰 の 前 記 底 部 に よ っ て 囲 ま  
れ た 収 容 室 を 有 し 、
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　 前 記 配 管 は 、 前 記 収 容 室 を 囲 む 前 記 堰 の 前 記 壁 部 に 設 け ら れ て い る 、 請 求 項 １ ０ に 記 載  
の 堰 。
【 請 求 項 １ ２ 】
　 前 記 ガ ス 供 給 部 は 、 前 記 配 管 か ら 供 給 さ れ る 前 記 不 活 性 ガ ス の 流 量 を 調 整 す る 調 整 手 段  
を 有 す る 、 請 求 項 １ ０ 又 は １ １ に 記 載 の 堰 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ 、 鋼 の 連 続 鋳 造 方 法 及 び 、 堰 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 鉄 鋼 材 料 の 製 造 は 次 の よ う に し て 行 わ れ て い る 。 す な わ ち 、 取 鍋 か ら タ ン デ ィ ッ シ ュ に  
供 給 さ れ た 溶 鋼 は 、 鋳 型 に 供 給 さ れ て 鋳 造 さ れ 鋳 片 と な る 。 鋳 片 は 、 圧 延 等 の 処 理 に よ っ  
て 所 定 の 形 状 に 成 形 さ れ 鉄 鋼 材 料 と な る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 溶 鋼 中 の Ａ ｌ ２ Ｏ ３ 等 の 介 在 物 は 、 鉄 鋼 材 料 の 欠 陥 原 因 と な る た め 、 鋳 造 さ れ る 前 の 溶  
鋼 か ら 分 離 し て 除 去 さ れ る こ と が 好 ま し い 。 具 体 的 に は 、 タ ン デ ィ ッ シ ュ に お い て は 、 溶  
鋼 中 に 含 ま れ る 介 在 物 を 浮 上 さ せ て 分 離 さ せ る こ と が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 こ の よ う な 溶 鋼 か ら 介 在 物 を 除 去 す る 清 浄 技 術 は 、 高 品 質 な 鉄 鋼 材 料 の 製 造 に 不 可 欠 で  
あ る た め 、 そ の 向 上 が 求 め ら れ て い る 。 従 来 に お い て は 、 タ ン デ ィ ッ シ ュ に 溶 鋼 が 供 給 さ  
れ る 受 鋼 領 域 と 、 底 部 に 設 け ら れ た 排 出 口 か ら 溶 鋼 が 排 出 さ れ る 鋼 準 静 止 領 域 と を 隔 て る  
堰 を 設 け る こ と が 行 わ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 例 え ば 、 特 許 文 献 １ に 記 載 の 堰 に は 、 受 鋼 領 域 側 の 面 か ら 鋼 準 静 止 領 域 側 の 面 ま で 貫 通  
し た 孔 が 、 タ ン デ ィ ッ シ ュ の 底 部 側 に お い て 複 数 形 成 さ れ て い る 。 し た が っ て 、 溶 鋼 よ り  
も 比 重 が 軽 い 介 在 物 は 、 堰 に よ っ て 移 動 が 制 限 さ れ る 。 ま た 、 溶 鋼 は 、 堰 の 孔 を 通 る こ と  
に よ り 受 鋼 領 域 側 か ら 鋼 準 静 止 領 域 側 に 移 動 す る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ に お い て は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 堰 が タ ン デ ィ ッ シ ュ に 設 け ら れ  
て い る こ と に 加 え て 、 鋼 準 静 止 領 域 側 に タ ン デ ィ ッ シ ュ の 底 部 か ら 上 方 に 向 か っ て 突 出 し  
た リ ブ が 設 け ら れ て い る 。 し た が っ て 、 堰 の 孔 か ら 介 在 物 が 鋼 準 静 止 領 域 側 に 移 動 し た と  
し て も 、 リ ブ に よ っ て そ の 移 動 方 向 が 上 方 に 変 え ら れ る 。 こ れ に よ り 、 受 鋼 領 域 側 に お い  
て も 介 在 物 を 浮 上 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ３ に お い て は 、 特 許 文 献 １ に 記 載 さ れ た 堰 が タ ン デ ィ ッ シ ュ に 設 け ら れ  
て い る こ と に 加 え て 、 鋼 準 静 止 領 域 側 に タ ン デ ィ ッ シ ュ の 底 部 か ら 上 方 に 向 か っ て 不 活 性  
ガ ス を 供 給 す る こ と が 行 わ れ て い る 。 こ れ に よ り 、 堰 の 孔 か ら 介 在 物 が 鋼 準 静 止 領 域 側 に  
移 動 し た と し て も 、 不 活 性 ガ ス に よ っ て 介 在 物 を 浮 上 さ せ て い る 。
【 先 行 技 術 文 献 】
【 特 許 文 献 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
【 文 献 】 特 開 昭 ５ ３ － ６ ２ ３ １ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 平 １ ０ － ２ １ ６ ９ ０ ９ 号 公 報
【 文 献 】 特 開 ２ ０ １ １ － １ ４ ３ ４ ４ ９ 号 公 報
【 発 明 の 概 要 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 特 許 文 献 １ の よ う に 堰 を タ ン デ ィ ッ シ ュ に 設 け た 場 合 で あ っ て も 、 介 在 物 が 堰 の 孔 を 通  
過 す る こ と が あ る 。 介 在 物 が 溶 鋼 の 排 出 口 か ら 排 出 さ れ る と 、 鉄 鋼 材 料 の 欠 陥 を 招 く 恐 れ  
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が あ る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 、 特 許 文 献 ２ の よ う に リ ブ に よ っ て 介 在 物 を 浮 上 さ せ る こ と に つ い て は 、 よ り 効 果  
的 に 介 在 物 を 浮 上 さ せ る こ と が 望 ま れ て お り 改 善 の 余 地 が あ る 。 さ ら に 、 鋳 造 が 終 了 し た  
際 に は 、 リ ブ と 堰 と の 間 に 溶 鋼 が 残 る た め 、 残 鋼 を 処 理 す る コ ス ト が 高 く な る 問 題 が あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 特 許 文 献 ３ の よ う に 不 活 性 ガ ス を 用 い て 介 在 物 を 浮 上 さ せ る 場 合 、 十 分 な 浮 上 効 果 を 得  
る た め に 、 溶 鋼 に お け る 不 活 性 ガ ス の 体 積 率 を 高 く し な け れ ば な ら な い 問 題 が あ る 。 溶 鋼  
に お け る 不 活 性 ガ ス の 体 積 率 を 高 く す る た め に 不 活 性 ガ ス の 流 量 を 多 く す る と 、 溶 鋼 の 表  
面 に 存 在 す る 介 在 物 で あ る タ ン デ ィ ッ シ ュ ス ラ グ が 不 活 性 ガ ス に よ っ て 溶 鋼 に 巻 き 込 ま れ  
る 恐 れ が あ る 。 溶 鋼 に タ ン デ ィ ッ シ ュ ス ラ グ が 巻 き 込 ま れ る と 、 溶 鋼 が 汚 染 さ れ 、 鉄 鋼 材  
料 の 欠 陥 を 招 く 恐 れ が あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 に 鑑 み て な さ れ た も の で あ り 、 溶 鋼 の 清 浄 度 を 高 め る こ と が 可 能 な  
連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ 、 鋼 の 連 続 鋳 造 方 法 及 び 、 堰 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ １ ３ 】
　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め 、 本 発 明 は 以 下 の 特 徴 を 有 す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ［ １ ］
　 供 給 さ れ た 溶 鋼 を 貯 留 す る 収 容 部 を 有 す る 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ で あ っ て 、
　 前 記 収 容 部 は 、 前 記 溶 鋼 を 流 出 さ せ る １ 又 は 複 数 の 溶 鋼 流 出 口 及 び 、 前 記 １ 又 は 複 数 の  
溶 鋼 流 出 口 よ り も 前 記 溶 鋼 の 上 流 側 に 配 置 さ れ か つ 、 中 空 の 筒 状 に 形 成 さ れ た 堰 を 有 し 、
　 前 記 堰 は 、 底 部 と 、
　 前 記 底 部 か ら 立 設 さ れ た 壁 部 と 、
　 前 記 壁 部 の 一 端 に お い て 周 縁 を 覆 う よ う に か つ 、 前 記 堰 の 底 部 と 対 向 し て 設 け ら れ て い  
る 庇 部 と 、
　 前 記 壁 部 及 び 前 記 底 部 に よ っ て 囲 ま れ た 内 部 空 間 に 不 活 性 ガ ス を 供 給 す る ガ ス 供 給 部 と  
、 を 含 み 、
　 前 記 ガ ス 供 給 部 は 、 複 数 の 細 孔 が 全 体 に 形 成 さ れ て い る ポ ー ラ ス 部 と 、
　 前 記 ポ ー ラ ス 部 を 支 持 し 、 か つ 前 記 堰 の 壁 部 に 設 け ら れ て い る 支 持 部 と 、
　 前 記 支 持 部 と 前 記 堰 の 前 記 底 部 と の 間 の 前 記 堰 の 前 記 壁 部 に 設 け ら れ か つ 、 前 記 不 活 性  
ガ ス を 吐 出 す る 配 管 と 、 を 含 む 、 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ 。
　 ［ ２ ］
　 前 記 堰 は 、 前 記 ポ ー ラ ス 部 、 前 記 支 持 部 、 前 記 堰 の 前 記 壁 部 及 び 、 前 記 堰 の 前 記 底 部 に  
よ っ て 囲 ま れ た 収 容 室 を 有 し 、
　 前 記 配 管 は 、 前 記 収 容 室 を 囲 む 前 記 堰 の 前 記 壁 部 に 設 け ら れ て い る 、 ［ １ ］ に 記 載 の 連  
続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ 。
　 ［ ３ ］
　 前 記 ガ ス 供 給 部 は 、 前 記 配 管 か ら 供 給 さ れ る 前 記 不 活 性 ガ ス の 流 量 を 調 整 す る 調 整 手 段  
を 有 す る 、 ［ １ ］ 又 は ［ ２ ］ に 記 載 の 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ 。
　 ［ ４ ］
　 前 記 配 管 は 、 前 記 収 容 部 の 壁 部 に 沿 っ て 配 さ れ か つ 、 耐 火 性 を 有 す る 被 覆 材 に よ っ て 覆  
わ れ て い る 、 ［ １ ］ ～ ［ ３ ］ の い ず れ か に 記 載 の 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ 。
　 ［ ５ ］
　 ［ １ ］ ～ ［ ４ ］ の い ず れ か に 記 載 の 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ を 用 い た 鋼 の 連 続 鋳 造  
方 法 で あ っ て 、
　 下 記 （ １ ） 式 を 満 た す 流 量 で 不 活 性 ガ ス を 吹 き 込 む 工 程 を 含 む 、 鋼 の 連 続 鋳 造 方 法 。
　 ０ ． ０ ２ ≦ Ｒ ≦ １ ． ０ ０   （ １ ）
　 Ｒ ： ポ ー ラ ス 部 の 単 位 面 積 当 た り の 不 活 性 ガ ス の 流 量 [ Ｎ Ｌ ／ （ ｓ × ｍ ２ ） ]
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　 ［ ６ ］
　 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ に 設 け ら れ か つ 、 中 空 の 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 堰 で あ っ て 、
　 底 部 と 、
　 前 記 底 部 か ら 立 設 さ れ た 壁 部 と 、
　 前 記 壁 部 の 一 端 に お い て 周 縁 を 覆 う よ う に か つ 、 前 記 堰 の 底 部 と 対 向 し て 設 け ら れ て い  
る 庇 部 と 、
　 前 記 壁 部 及 び 前 記 底 部 に よ っ て 囲 ま れ た 内 部 空 間 に 不 活 性 ガ ス を 供 給 す る ガ ス 供 給 部 と  
、 を 含 み 、
　 前 記 ガ ス 供 給 部 は 、 複 数 の 細 孔 が 全 体 に 形 成 さ れ て い る ポ ー ラ ス 部 と 、
　 前 記 ポ ー ラ ス 部 を 支 持 し 、 か つ 前 記 壁 部 に 設 け ら れ て い る 支 持 部 と 、
　 前 記 支 持 部 と 前 記 底 部 と の 間 の 前 記 壁 部 に 設 け ら れ か つ 、 前 記 不 活 性 ガ ス を 吐 出 す る 配  
管 と 、 を 含 む 、 堰 。
　 ［ ７ ］
　 前 記 ポ ー ラ ス 部 、 前 記 支 持 部 、 前 記 堰 の 前 記 壁 部 及 び 、 前 記 堰 の 前 記 底 部 に よ っ て 囲 ま  
れ た 収 容 室 を 有 し 、
　 前 記 配 管 は 、 前 記 収 容 室 を 囲 む 前 記 堰 の 前 記 壁 部 に 設 け ら れ て い る 、 ［ ６ ］ に 記 載 の 堰 。
　 ［ ８ ］
　 前 記 ガ ス 供 給 部 は 、 前 記 配 管 か ら 供 給 さ れ る 前 記 不 活 性 ガ ス の 流 量 を 調 整 す る 調 整 手 段  
を 有 す る 、 ［ ６ ］ 又 は ［ ７ ］ に 記 載 の 堰 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ５ 】
　 本 発 明 に よ れ ば 、 ポ ー ラ ス 部 を 介 し て 不 活 性 ガ ス を 供 給 す る こ と に よ り 、 細 か い 不 活 性  
ガ ス の 気 泡 を 溶 鋼 注 入 領 域 に 供 給 す る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 溶 鋼 に お け る 不 活 性 ガ ス  
の 体 積 率 を 高 く す る こ と が で き 、 取 鍋 か ら タ ン デ ィ ッ シ ュ に 注 入 さ れ た 溶 鋼 に 含 ま れ る 介  
在 物 を 効 率 的 に 浮 上 さ せ る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 溶 鋼 の 清 浄 度 を 高 め る こ と が で き  
る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ １ ６ 】
【 図 １ 】 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ の 構 成 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ の 側 面 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 図 １ の 堰 の 構 成 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 図 ３ の 堰 の 上 面 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 配 管 が 設 置 さ れ て い る 態 様 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 配 管 が 設 置 さ れ て い る 他 の 態 様 を 示 す 説 明 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 単 位 面 積 当 た り の ガ ス 流 量 と 、 介 在 物 の 個 数 密 度 と 、 の 関 係 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 図 ８ 】 従 来 例 及 び 本 発 明 の 介 在 物 の 個 数 密 度 を 示 す グ ラ フ で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 形 態 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 図 １ は 、 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ の 構 成 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 ２ は 、 連 続 鋳 造 用  
の タ ン デ ィ ッ シ ュ の 側 面 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 １ に 示 す よ う に 、 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ  
ッ シ ュ １ ０ ０ は 、 溶 鋼 Ｍ Ｓ が 貯 留 さ れ て い る 取 鍋 （ 図 示 せ ず ） と 、 溶 鋼 Ｍ Ｓ が 冷 却 さ れ る  
鋳 型 ３ ０ と 、 の 間 に 配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 図 １ 及 び ２ に 示 す よ う に 、 連 続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ （ 以 下 、 単 に タ ン デ ィ ッ シ ュ と  
称 す る ） １ ０ ０ は 、 上 部 が 開 口 し か つ 、 有 底 の 箱 状 に 形 成 さ れ た 収 容 部 １ ０ を 有 す る 。 連  
続 鋳 造 用 の タ ン デ ィ ッ シ ュ １ ０ ０ の 収 容 部 １ ０ は 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 上 底 が 下 底 よ  
り も 長 く 形 成 さ れ て い る 逆 錐 台 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 収 容 部 １ ０ は 、 取 鍋 の ノ ズ ル Ｎ １ か ら 溶 鋼 Ｍ Ｓ が 注 入 さ れ る 溶 鋼 注 入 領 域 Ａ Ｒ １ を 有 す  
る 。 溶 鋼 注 入 領 域 Ａ Ｒ １ は 、 ノ ズ ル Ｎ １ の 軸 Ａ Ｘ に 沿 っ て 形 成 さ れ て い る 。 言 い 換 え れ ば  
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、 溶 鋼 注 入 領 域 Ａ Ｒ １ は 、 ノ ズ ル Ｎ １ の 先 端 か ら ノ ズ ル Ｎ １ の 軸 Ａ Ｘ に 延 び て 形 成 さ れ て  
い る 。 溶 鋼 注 入 領 域 Ａ Ｒ １ は 、 ノ ズ ル Ｎ １ の 軸 Ａ Ｘ の 周 方 向 に 拡 が り を も つ 領 域 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 収 容 部 １ ０ は 、 鋳 型 に 溶 鋼 Ｍ Ｓ を 流 出 さ せ る １ 又 は 複 数 の 溶 鋼 流 出 口 １ １ を 有 す る 。 図  
１ に 示 さ れ て い る よ う に 、 本 実 施 形 態 に お い て 溶 鋼 流 出 口 １ １ は 、 タ ン デ ィ ッ シ ュ １ ０ ０  
の 底 部 １ ２ に お い て 左 右 方 向 の 一 端 側 及 び 、 他 端 側 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 収 容 部 １ ０ は 、 溶 鋼 注 入 領 域 Ａ Ｒ １ と 溶 鋼 流 出 口 １ １ と の 間 に 配 置 さ れ た 堰 ２ ０ を 有 す  
る 。 堰 ２ ０ は 、 溶 鋼 流 出 口 １ １ よ り も 溶 鋼 Ｍ Ｓ の 上 流 側 に 配 置 さ れ る 。 堰 ２ ０ は 、 中 空 で  
あ り か つ 、 有 底 の 筒 状 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 堰 ２ ０ は 、 溶 鋼 注 入 領 域 Ａ Ｒ １ を 囲 む よ う に 形 成 さ れ て い る 壁 部 ２ １ 及 び 、 壁 部 ２ １ の  
一 端 、 す な わ ち 下 端 側 に 設 け ら れ て い る 底 部 ２ ２ を 有 す る 。 言 い 換 え れ ば 、 壁 部 ２ １ は 、  
底 部 ２ ２ か ら 立 設 さ れ て い る 。 ま た 、 底 部 ２ ２ は 、 タ ン デ ィ ッ シ ュ １ ０ ０ の 底 部 １ ２ に 対  
向 し か つ 、 当 該 底 部 １ ２ に 接 し て 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 堰 ２ ０ は 、 側 断 面 が 略 Ｕ 字 状 に 形 成 さ れ て い る 。 堰 ２ ０ は 、 壁 部 ２ １ 及 び 底 部 ２ ２ に よ  
っ て 囲 ま れ た 内 部 空 間 ２ ０ ａ を 有 す る 。 溶 鋼 注 入 領 域 Ａ Ｒ １ の 一 部 は 、 堰 ２ ０ の 内 部 空 間  
２ ０ ａ に 収 容 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 溶 鋼 流 出 口 １ １ の 各 々 に は 、 タ ン デ ィ ッ シ ュ １ ０ ０ と 鋳 型 ３ ０ と を 接 続 す る ノ ズ ル Ｎ ２  
が 設 け ら れ て い る 。 溶 鋼 Ｍ Ｓ は 、 溶 鋼 流 出 口 １ １ か ら ノ ズ ル Ｎ ２ を 介 し て 鋳 型 ３ ０ に 供 給  
さ れ る 。 溶 鋼 Ｍ Ｓ は 、 鋳 型 ３ ０ で 冷 却 さ れ て 鋳 片 ４ ０ と な る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 ３ は 、 堰 ２ ０ の 構 成 を 示 す 説 明 図 で あ る 。 図 ４ は 、 堰 ２ ０ の 上 面 を 示 し て い る 。 図 ３  
及 び ４ に 示 す よ う に 、 堰 ２ ０ は 、 壁 部 ２ １ の 他 端 、 す な わ ち 上 端 に お い て そ の 周 縁 を 覆 う  
よ う に か つ 、 底 部 ２ ２ と 対 向 し て 設 け ら れ て い る 庇 部 ２ ３ を 有 す る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 庇 部 ２ ３ の 形 状 は 、 特 に は 限 定 さ れ な い が 、 溶 鋼 注 入 領 域 Ａ Ｒ １ 側 に 向 か っ て 突 出 し て  
形 成 さ れ て い る こ と が 好 ま し い 。 庇 部 ２ ３ は 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 溶 鋼 注 入 領 域 Ａ Ｒ  
１ 側 に 向 か っ て 底 部 ２ ２ と 平 行 な 方 向 （ 例 え ば 、 水 平 方 向 ） に 沿 っ て 延 び て 形 成 さ れ て い  
る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 堰 ２ ０ は 、 底 部 ２ ２ よ り も 上 方 か ら 溶 鋼 注 入 領 域 Ａ Ｒ １ に 向 け て 不 活 性 ガ ス を 供 給 す る  
ガ ス 供 給 部 ２ ４ を 有 す る 。 ガ ス 供 給 部 ２ ４ は 、 庇 部 ２ ３ よ り も 下 方 に 設 け ら れ て い る 。 言  
い 換 え れ ば 、 ガ ス 供 給 部 ２ ４ は 、 底 部 ２ ２ よ り も 上 方 か ら 内 部 空 間 に 不 活 性 ガ ス を 供 給 す  
る 。 ガ ス 供 給 部 ２ ４ か ら 供 給 さ れ た 不 活 性 ガ ス の 一 部 は 、 庇 部 ２ ３ と 接 触 し て 上 昇 す る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 ガ ス 供 給 部 ２ ４ は 、 複 数 の 細 孔 ２ ５ ａ が 全 体 に 形 成 さ れ て い る ポ ー ラ ス 部 ２ ５ と 、 ポ ー  
ラ ス 部 ２ ５ を 支 持 す る 支 持 部 ２ ６ と 、 を 含 む 。 ま た 、 ガ ス 供 給 部 ２ ４ は 、 ポ ー ラ ス 部 ２ ５  
と 底 部 ２ ２ と の 間 の 壁 部 ２ １ に 設 け ら れ か つ 、 不 活 性 ガ ス Ｇ Ｓ を 吐 出 す る 配 管 ２ ７ を 含 む 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 ポ ー ラ ス 部 ２ ５ は 、 セ ラ ミ ッ ク ス で あ る 耐 火 物 で 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 耐 火 物 と  
し て は 、 例 え ば 、 ア ル ミ ナ 、 シ リ カ 等 の 耐 火 性 を 有 す る 無 機 粒 子 か ら 選 択 さ れ る １ 種 又 は  
２ 種 以 上 を 混 合 し て 焼 結 さ れ た も の が 挙 げ ら れ る 。 尚 、 耐 火 物 と し て は 、 ア ル ミ ナ を 主 と  
し て 構 成 さ れ る も の が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ポ ー ラ ス 部 ２ ５ は 、 ア ル ミ ナ を 主 と す る 球 状 粒 子 を 骨 材 と し 、 そ れ ら を １ ６ ０ ０ ℃ 以 上  
で 焼 成 す る こ と で 作 製 す る こ と が で き る 。 ポ ー ラ ス 部 ２ ５ は 、 例 え ば 、 緻 密 質 キ ャ ス タ ブ  
ル 耐 火 物 へ 鋳 込 み 成 形 し て 製 造 す る こ と が で き る 。
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【 ０ ０ ３ １ 】
　 球 状 粒 子 を 骨 材 と す る こ と に よ り 、 ポ ー ラ ス 部 ２ ５ の 細 孔 ２ ５ ａ を 形 成 す る こ と が で き  
る 。 ポ ー ラ ス 部 ２ ５ の 細 孔 ２ ５ ａ は 、 特 に は 限 定 さ れ な い が 、 例 え ば 、 水 銀 圧 入 法 で 測 定  
さ れ た そ の 平 均 孔 径 を １ ０ ～ ４ ０ μ ｍ に 形 成 す る こ と が で き る 。 こ の よ う に 細 孔 ２ ５ ａ を  
形 成 す る こ と で 、 ポ ー ラ ス 部 ２ ５ か ら 供 給 さ れ る 不 活 性 ガ ス の 気 泡 を 細 か く す る こ と が で  
き る 。 す な わ ち 、 従 来 の 方 法 で 不 活 性 ガ ス を 供 給 し た 場 合 、 そ の 気 泡 の 径 は １ ０ ０ μ ｍ 程  
度 で あ る が 、 こ の よ う に し て 不 活 性 ガ ス を 供 給 す る こ と に よ り 、 気 泡 の 径 を 従 来 の １ ／ １  
０ ～ １ ／ ２ ０ 程 度 に す る こ と が で き る 。 ま た 、 ポ ー ラ ス 部 ２ ５ の 細 孔 ２ ５ ａ を １ ０ ～ ４ ０  
μ ｍ と す る こ と で 、 不 活 性 ガ ス の 流 量 を 適 切 に 制 御 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ポ ー ラ ス 部 ２ ５ の 形 状 は 、 特 に は 限 定 さ れ な い が 、 本 実 施 形 態 に お い て は 板 状 に 形 成 さ  
れ て い る 。 具 体 的 に は 、 図 ４ に も 示 す よ う に 、 上 面 視 が 矩 形 に 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 支 持 部 ２ ６ は 、 セ ラ ミ ッ ク ス で あ る 耐 火 物 で 形 成 さ れ て い る 。 こ の よ う な 耐 火 物 と し て  
は 、 例 え ば 、 ア ル ミ ナ 、 シ リ カ 等 の 耐 火 性 を 有 す る 無 機 粒 子 か ら 選 択 さ れ る １ 種 又 は ２ 種  
以 上 を 混 合 し て 焼 結 さ れ た も の が 挙 げ ら れ る 。 尚 、 耐 火 物 と し て は 、 ア ル ミ ナ を 主 と し て  
構 成 さ れ る も の が 特 に 好 ま し い 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 支 持 部 ２ ６ は 、 ポ ー ラ ス 部 ２ ５ の 底 部 の 縁 を 支 持 可 能 に 枠 状 に 形 成 さ れ て い る 。 支 持 部  
２ ６ の 形 状 は 、 特 に は 限 定 さ れ な い が 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 上 面 視 が 矩 形 の 枠 状 に 形  
成 さ れ て い る 。 支 持 部 ２ ６ は 、 壁 部 ２ １ に 設 け ら れ て い る 。 支 持 部 ２ ６ は 、 例 え ば 、 壁 部  
２ １ に 形 成 さ れ た 嵌 合 凹 部 （ 図 示 せ ず ） と 嵌 合 す る こ と に よ り 固 定 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 堰 ２ ０ は 、 ポ ー ラ ス 部 ２ ５ 、 支 持 部 ２ ６ 、 壁 部 ２ １ 及 び 、 底 部 ２ ２ に よ っ て 囲 ま れ た 収  
容 室 ２ ８ を 有 す る 。 収 容 室 ２ ８ を 囲 む 壁 部 ２ １ に は 、 配 管 ２ ７ が 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 配 管 ２ ７ は 、 耐 火 性 を 有 す る よ う に す る と よ い 。 図 ５ は 、 配 管 ２ ７ が 設 置 さ れ て い る 態  
様 を 示 し て い る 。 図 ５ に も 示 す よ う に 、 配 管 ２ ７ は 、 収 容 部 １ ０ の 壁 部 １ ３ に 沿 っ て 配 さ  
れ て い る 。 ま た 、 配 管 ２ ７ は 、 耐 火 性 を 有 す る 被 覆 材 ５ ０ に よ っ て 覆 わ れ て い る 。 被 覆 材  
５ ０ と し て は 、 例 え ば 、 プ レ キ ャ ス ト 耐 火 物 を 挙 げ る こ と が で き る 。 ま た 、 被 覆 材 ５ ０ は  
、 プ レ キ ャ ス ト 耐 火 物 及 び 、 パ ッ チ ン グ 材 を 組 み 合 わ せ て 用 い て も よ い 。 図 ５ に 示 す 例 に  
お い て は 、 収 容 部 １ ０ の 縁 側 に 配 さ れ る 被 覆 材 ５ ０ と し て 、 プ レ キ ャ ス ト 耐 火 物 ５ １ が 配  
さ れ て い る 。 ま た 、 タ ン デ ィ ッ シ ュ １ ０ ０ の 底 部 １ ２ 側 に 配 さ れ る 被 覆 材 ５ ０ と し て 、 パ  
ッ チ ン グ 材 ５ ２ が 配 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 ま た 、 被 覆 材 ５ ０ と し て は 、 パ イ プ カ バ ー を 用 い て も よ い 。 図 ６ は 、 配 管 ２ ７ が 設 置 さ  
れ て い る 他 の 態 様 を 示 し て い る 。 図 ６ に 示 す 例 で は 、 図 ５ に 示 し た 例 で 説 明 し た プ レ キ ャ  
ス ト 耐 火 物 に 代 え て 、 パ イ プ カ バ ー ５ ３ が 用 い ら れ て い る 。 ま た 、 パ イ プ カ バ ー ５ ３ は 、  
複 数 用 い ら れ て も よ く 、 図 ６ に 示 す 例 で は 、 ４ つ の パ イ プ カ バ ー ５ ３ が 配 管 ２ ７ の 軸 方 向  
に 沿 っ て 接 続 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 こ の よ う に 配 管 ２ ７ を 構 成 す る こ と に よ り 、 容 易 に 耐 火 物 の 施 工 を 行 う こ と が で き る 。  
ま た 、 配 管 ２ ７ を タ ン デ ィ ッ シ ュ １ ０ ０ の 底 部 １ ２ か ら 挿 通 さ せ た 場 合 よ り も 、 配 管 ２ ７  
の メ ン テ ナ ン ス 性 を 向 上 さ せ る こ と が で き る 。 ま た 、 タ ン デ ィ ッ シ ュ １ ０ ０ の 底 部 １ ２ に  
対 し て 配 管 ２ ７ を 挿 通 す る た め の 加 工 を 要 し な い た め 、 当 該 底 部 １ ２ か ら 溶 鋼 が 漏 れ る こ  
と を 抑 制 す る こ と が 可 能 と な る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 配 管 ２ ７ に は 、 不 活 性 ガ ス の 流 量 を 調 整 す る 調 整 手 段 ２ ９ が 設 け ら れ て い る こ と が 好 ま  
し い 。 調 整 手 段 ２ ９ と し て は 、 バ ル ブ を 用 い る こ と が で き る 。 ま た 調 整 手 段 ２ ９ は 、 手 動  
で 操 作 し て も よ い し 、 図 示 し な い 制 御 部 に よ っ て 開 度 が 調 整 さ れ る よ う に し て も よ い 。
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【 ０ ０ ４ ０ 】
　 配 管 ２ ７ か ら 供 給 さ れ た 不 活 性 ガ ス は 、 収 容 室 ２ ８ に 導 入 さ れ る 。 収 容 室 ２ ８ に 不 活 性  
ガ ス が 導 入 さ れ る と 、 ポ ー ラ ス 部 ２ ５ の 底 部 ２ ２ に 対 向 す る 面 に 不 活 性 ガ ス に よ る 圧 力 が  
一 様 に 加 わ る 。 そ の 結 果 、 不 活 性 ガ ス は 、 収 容 室 ２ ８ か ら ポ ー ラ ス 部 ２ ５ の 細 孔 ２ ５ ａ を  
介 し て 溶 鋼 注 入 領 域 Ａ Ｒ １ に 供 給 さ れ る 。 こ の よ う に 不 活 性 ガ ス を 供 給 す る こ と に よ り 、  
不 活 性 ガ ス の 供 給 態 様 の ば ら つ き を 抑 制 す る こ と が で き る 。 尚 、 不 活 性 ガ ス と し て は 、 特  
に は 限 定 さ れ な い が 、 Ａ ｒ 、 Ｎ ２ 、 Ｃ Ｏ ２ 等 が 挙 げ ら れ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 尚 、 本 実 施 形 態 に お い て は 、 収 容 室 ２ ８ か ら 不 活 性 ガ ス を ポ ー ラ ス 部 ２ ５ に 供 給 す る よ  
う に し た 。 し か し 、 不 活 性 ガ ス は 、 収 容 室 ２ ８ を 介 さ ず に ポ ー ラ ス 部 ２ ５ に 供 給 す る よ う  
に し て も よ い 。 例 え ば 、 ポ ー ラ ス 部 ２ ５ の 底 部 ２ ２ 側 の 面 を 覆 う こ と が 可 能 な ア タ ッ チ メ  
ン ト （ 図 示 せ ず ） を 配 管 ２ ７ に 取 り 付 け て 実 施 し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 鋼 の 連 続 鋳 造 方 法 は 、 取 鍋 （ 図 示 せ ず ） に 接 続 さ れ た ノ ズ ル Ｎ １ か ら タ ン デ ィ ッ シ ュ １  
０ ０ に 溶 鋼 Ｍ Ｓ が 供 給 さ れ る 工 程 と 、 タ ン デ ィ ッ シ ュ １ ０ ０ に お い て 溶 鋼 Ｍ Ｓ に 含 ま れ て  
い る 介 在 物 を 除 去 す る 工 程 と 、 タ ン デ ィ ッ シ ュ １ ０ ０ の 溶 鋼 流 出 口 １ １ か ら 鋳 型 ３ ０ に 溶  
鋼 Ｍ Ｓ を 流 出 さ せ る 工 程 と 、 鋳 型 ３ ０ に お い て 溶 鋼 Ｍ Ｓ を 冷 却 し て 鋳 片 を 製 造 す る 工 程 と  
、 を 含 む 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 タ ン デ ィ ッ シ ュ １ ０ ０ に お い て 溶 鋼 Ｍ Ｓ に 含 ま れ て い る 介 在 物 を 除 去 す る 工 程 は 、 下 記  
（ １ ） 式 を 満 た す 流 量 で 不 活 性 ガ ス を 吹 き 込 む 工 程 を 含 む 。
　 ０ ． ０ ２ ≦ Ｒ ≦ １ ． ０         （ １ ）
　 Ｒ ： ポ ー ラ ス 部 の 単 位 面 積 当 た り の 不 活 性 ガ ス の 流 量 [ Ｎ Ｌ ／ （ ｓ × ｍ ２ ） ]
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ポ ー ラ ス 部 ２ ５ の 単 位 面 積 当 た り の ガ ス 流 量 （ Ｒ ） は 、 ０ ． ０ ２ ～ １ ． ０ ０ Ｎ Ｌ ／ （ ｓ  
× ｍ ２ ） で ガ ス 供 給 部 ２ ４ か ら 供 給 さ れ る と よ く 、 ０ ． ２ ０ ～ １ ． ０ ０ Ｎ Ｌ ／ （ ｓ × ｍ ２

） で 供 給 さ れ る こ と が よ り 好 ま し い 。 尚 、 ポ ー ラ ス 部 ２ ５ の 単 位 面 積 当 た り の ガ ス 流 量 （  
Ｒ ） は 、 調 整 手 段 ２ ９ に よ っ て 調 整 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 ポ ー ラ ス 部 ２ ５ の 単 位 面 積 当 た り の ガ ス 流 量 （ Ｒ ） が ０ ． ０ ２ Ｎ Ｌ ／ （ ｓ × ｍ ２ ） 以 上  
で あ る こ と に よ り 、 溶 鋼 Ｍ Ｓ 中 の 介 在 物 の 浮 上 を 促 進 さ せ る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ポ ー ラ ス 部 ２ ５ の 単 位 面 積 当 た り の ガ ス 流 量 （ Ｒ ） が １ ． ０ ０ Ｎ Ｌ ／ （ ｓ × ｍ ２ ） 以 下  
で あ る こ と に よ り 、 タ ン デ ィ ッ シ ュ ス ラ グ の 巻 き 込 み を 防 止 す る こ と が で き る 。 ま た 、 こ  
の よ う な 高 速 流 速 条 件 で 不 活 性 ガ ス を 吹 き 込 む こ と に よ り 、 不 活 性 ガ ス の 気 泡 径 を よ り 微  
細 に す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 介 在 物 の 浮 上 を 促 進 さ せ か つ 、 介 在 物 の 溶 鋼 へ の 巻  
き 込 み を 抑 制 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 以 上 の よ う に 、 本 発 明 の タ ン デ ィ ッ シ ュ １ ０ ０ に よ れ ば 、 ポ ー ラ ス 部 ２ ５ を 介 し て 不 活  
性 ガ ス を 供 給 す る こ と に よ り 、 細 か い 不 活 性 ガ ス の 気 泡 を 溶 鋼 注 入 領 域 Ａ Ｒ １ に 供 給 す る  
こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 溶 鋼 Ｍ Ｓ に お け る 不 活 性 ガ ス の 体 積 率 を 高 く す る こ と が で き 、  
取 鍋 か ら タ ン デ ィ ッ シ ュ １ ０ ０ に 注 入 さ れ た 溶 鋼 に 含 ま れ る 介 在 物 を 効 率 的 に 浮 上 さ せ る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 ま た 、 堰 ２ ０ の 溶 鋼 注 入 領 域 Ａ Ｒ １ に お け る 溶 鋼 Ｍ Ｓ の 流 速 は 、 他 の 領 域 よ り も 速 い 。  
こ の た め 、 溶 鋼 注 入 領 域 Ａ Ｒ １ に 向 け て 不 活 性 ガ ス を 供 給 す る こ と に よ り 、 不 活 性 ガ ス の  
気 泡 同 士 が 接 触 す る 頻 度 を 高 め る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 不 活 性 ガ ス の 気 泡 を よ り 小 さ  
く す る こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 溶 鋼 Ｍ Ｓ に お け る 不 活 性 ガ ス の 体 積 率 を さ ら に 高 め る  
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ９ 】



10

20

30

40

50

JP 7677462 B2 2025.5.15(9)

　 こ の た め 、 本 発 明 の タ ン デ ィ ッ シ ュ １ ０ ０ に よ れ ば 、 介 在 物 の 浮 上 効 果 の 増 大 を 図 る こ  
と が で き る 。 ま た 、 よ り 少 な い 不 活 性 ガ ス の 流 量 で 介 在 物 を 浮 上 さ せ る こ と が で き る た め  
、 タ ン デ ィ ッ シ ュ １ ０ ０ に お け る ス ラ グ 巻 き 込 み の 抑 制 を 図 る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 ノ ズ ル Ｎ １ か ら 供 給 さ れ た 溶 鋼 Ｍ Ｓ は 、 堰 ２ ０ の 底 部 ２ ２ に 到 達 す る と ノ ズ ル Ｎ １ の 軸  
Ａ Ｘ の 周 方 向 に 拡 が る よ う に 移 動 す る 。 溶 鋼 Ｍ Ｓ は 、 堰 ２ ０ の 壁 部 ２ １ に 達 す る と 、 続 い  
て 供 給 さ れ る 溶 鋼 Ｍ Ｓ に よ っ て 上 方 に 押 し 上 げ ら れ る 。 溶 鋼 Ｍ Ｓ は 、 庇 部 ２ ３ ま で 達 す る  
と 、 ノ ズ ル Ｎ １ の 軸 Ａ Ｘ の 中 心 、 す な わ ち 、 溶 鋼 注 入 領 域 Ａ Ｒ １ に 向 か っ て 移 動 す る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ノ ズ ル Ｎ １ の 軸 Ａ Ｘ の 中 心 、 す な わ ち 、 溶 鋼 注 入 領 域 Ａ Ｒ １ の 中 央 に お い て は 、 様 々 な  
方 向 の 溶 鋼 Ｍ Ｓ の ベ ク ト ル が 打 ち 消 し あ う こ と に な る 。 そ の 結 果 、 溶 鋼 Ｍ Ｓ の 移 動 速 度 は  
減 速 す る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 こ れ に よ り 、 溶 鋼 Ｍ Ｓ が 溶 鋼 注 入 領 域 Ａ Ｒ １ か ら 溶 鋼 流 出 口 １ １ に 直 接 的 に 流 れ る 、 い  
わ ゆ る 短 絡 流 の 発 生 を 抑 制 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 多 く の 溶 鋼 Ｍ Ｓ を 堰 ２ ０ の 上  
方 に 移 動 さ せ る こ と が で き る 。 そ の 結 果 、 介 在 物 を 浮 上 さ せ て 溶 鋼 Ｍ Ｓ か ら 分 離 さ せ る こ  
と を 促 す こ と が で き る 。 こ れ に よ り 、 溶 鋼 流 出 口 １ １ か ら 鋳 型 ３ ０ に 流 出 す る 介 在 物 の 量  
を 減 少 さ せ る こ と が で き る 。 特 に 、 本 発 明 の タ ン デ ィ ッ シ ュ １ ０ ０ に よ れ ば 、 不 活 性 ガ ス  
の 気 泡 を 従 来 の 気 泡 よ り も 微 細 に す る こ と が で き る 。 微 細 な 気 泡 は 、 介 在 物 の 浮 上 効 果 を  
よ り 高 め る こ と が 可 能 と な る 。 こ の よ う に 本 発 明 の タ ン デ ィ ッ シ ュ １ ０ ０ に よ れ ば 、 介 在  
物 を 効 率 よ く 浮 上 さ せ る こ と が で き 、 介 在 物 の 溶 鋼 へ の 巻 き 込 み を 抑 制 す る こ と が で き る  
た め 高 清 浄 度 鋼 を 製 造 す る こ と が 可 能 に な る 。
【 実 施 例 】
【 ０ ０ ５ ３ 】
　 （ 試 験 例 １ ： 介 在 物 の 計 測 試 験 ）
（ 試 料 ）
　 転 炉 で の 酸 素 吹 錬 及 び 、 Ｒ Ｈ 真 空 脱 ガ ス 処 理 が 施 さ れ た ３ ０ ０ ト ン の 溶 鋼 を 用 い た 。 こ  
の 溶 鋼 は 、 取 鍋 か ら タ ン デ ィ ッ シ ュ に 供 給 し た 。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 （ 連 続 鋳 造 ）
　 堰 か ら 吹 き 込 む 不 活 性 ガ ス と し て Ａ ｒ を 用 い 連 続 鋳 造 を 行 っ た 。 具 体 的 に は 、 ポ ー ラ ス  
部 の 単 位 面 積 当 た り の 不 活 性 ガ ス の 流 量 （ Ｒ ） を 変 え て 、 複 数 の 試 験 を 行 っ た 。 （ Ｒ ： ポ  
ー ラ ス 部 の 単 位 面 積 当 た り の 不 活 性 ガ ス の 流 量 [ Ｎ Ｌ ／ （ ｓ × ｍ ２ ） ] ）
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 （ 介 在 物 の 個 数 測 定 ）
　 連 続 鋳 造 に よ り 作 成 し た ス ラ ブ に つ い て 、 介 在 物 の 個 数 を 超 音 波 探 傷 に よ り 測 定 し た 。  
介 在 物 に つ い て は 、 １ ０ μ ｍ 以 上 の も の に つ い て 計 測 し た 。 計 測 し た ス ラ ブ の １ ｍ ２ あ た  
り の 介 在 物 の 個 数 を 密 度 と し て 算 出 し た 。
【 ０ ０ ５ ６ 】
　 図 ７ に 、 ポ ー ラ ス 部 の 単 位 面 積 当 た り の 不 活 性 ガ ス の 流 量 （ Ｒ ） と 、 ス ラ ブ 中 の 介 在 物  
の 密 度 と 、 の 関 係 を 示 す 。 図 ７ に 示 さ れ て い る よ う に 、 不 活 性 ガ ス の 流 量 （ Ｒ ） が ０ ． ０  
２ よ り も 低 い 場 合 、 介 在 物 の 密 度 が 他 の 条 件 よ り も 高 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ７ 】
　 不 活 性 ガ ス の 流 量 （ Ｒ ） が ０ ． ０ ２ ～ １ ． ０ ０ で あ る 場 合 、 介 在 物 の 密 度 が 他 の 条 件 よ  
り も 低 く な っ て い る 。 不 活 性 ガ ス の 流 量 （ Ｒ ） が １ ． ０ ０ を 超 え る 場 合 、 不 活 性 ガ ス の 供  
給 が 行 わ れ な い 条 件 よ り も 介 在 物 の 密 度 が 低 く な っ て い る 。 ま た 、 ま た 当 該 条 件 で は 、 不  
活 性 ガ ス の 流 量 （ Ｒ ） が １ ． ０ ０ 以 下 の 条 件 よ り も 介 在 物 の 密 度 が 高 く な っ て い る 。
【 ０ ０ ５ ８ 】
　 不 活 性 ガ ス の 流 量 （ Ｒ ） が ０ ． ０ ２ よ り も 低 い 場 合 で は 、 当 該 条 件 に お い て は 、 タ ン デ  
ィ ッ シ ュ に お け る 介 在 物 を 浮 上 さ せ る 効 果 が 十 分 に 得 ら れ な い と 考 え ら れ る 。 こ の た め 当  
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該 条 件 で は 、 介 在 物 の 密 度 が 高 く な っ て い る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ５ ９ 】
　 ま た 、 不 活 性 ガ ス の 流 量 （ Ｒ ） が １ ． ０ ０ を 超 え る 条 件 で は 、 不 活 性 ガ ス に よ っ て タ ン  
デ ィ ッ シ ュ ス ラ グ （ 介 在 物 ） が 溶 鋼 に 巻 き 込 ま れ る と 考 え ら れ る 。 こ の た め 、 当 該 条 件 で  
は 不 活 性 ガ ス の 流 量 （ Ｒ ） が ０ ． ０ ２ ～ １ ． ０ ０ で あ る 場 合 よ り も 、 介 在 物 の 密 度 が 高 く  
な っ て い る と 考 え ら れ る 。
【 ０ ０ ６ ０ 】
　 （ 試 験 例 ２ ： 介 在 物 の 計 測 試 験 ）
　 （ 試 料 ）
　 試 験 例 １ と 同 一 の 溶 鋼 を 用 い た 。
【 ０ ０ ６ １ 】
　 （ 連 続 鋳 造 ）
　 従 来 例 及 び 発 明 例 （ 本 発 明 １ ～ ８ ） の タ ン デ ィ ッ シ ュ を 用 い て 連 続 鋳 造 を 行 っ た 。 ま た  
、 各 々 の タ ン デ ィ ッ シ ュ に 吹 き 込 む 不 活 性 ガ ス と し て Ａ ｒ を 用 い た 。 具 体 的 に は 従 来 例 に  
つ い て は 、 タ ン デ ィ ッ シ ュ に 堰 を 設 け ず に 不 活 性 ガ ス を 溶 鋼 注 入 領 域 に 向 け て 供 給 し た 。
【 ０ ０ ６ ２ 】
　 ま た 発 明 例 に つ い て は 、 堰 を 設 け て 当 該 堰 か ら 不 活 性 ガ ス を 溶 鋼 注 入 領 域 に 向 け て 供 給  
し た 。 発 明 例 （ 本 発 明 １ ～ ８ ） に つ い て は 、 当 該 堰 の ガ ス 供 給 部 か ら 供 給 さ れ る 不 活 性 ガ  
ス の 流 量 を 変 え て 実 施 し た 。 各 々 の 不 活 性 ガ ス の 流 量 に つ い て は 、 表 １ に 示 す 。
【 ０ ０ ６ ３ 】
【 表 １ 】

　 Ｒ ： ポ ー ラ ス 部 の 単 位 面 積 当 た り の 不 活 性 ガ ス の 流 量 [ Ｎ Ｌ ／ （ ｓ × ｍ ２ ） ]
【 ０ ０ ６ ４ 】
　 （ 介 在 物 の 個 数 測 定 ）
　 試 験 例 １ と 同 一 の 方 法 で 行 っ た 。
【 ０ ０ ６ ５ 】
　 図 ８ に 、 従 来 例 及 び 発 明 例 １ ～ ８ の 介 在 物 の 密 度 を 示 す 。 図 ８ に 示 す よ う に 、 本 発 明 １  
～ ８ は 、 従 来 例 よ り も ス ラ ブ の 介 在 物 の 密 度 が 大 幅 に 低 い こ と が わ か っ た 。 特 に 、 本 発 明  
１ ～ ５ は 、 不 活 性 ガ ス の 流 量 （ Ｒ ） が ０ ． ０ ２ ～ １ ． ０ ０ で あ る た め 、 本 発 明 ６ ～ ８ よ り  
も 良 好 な 結 果 が 得 ら れ た 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ６ ６ 】
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　 １ ０ ０   タ ン デ ィ ッ シ ュ
　 １ ０   収 容 部
　 １ １   溶 鋼 流 出 口
　 ２ ０   堰
　 ２ ０ ａ   内 部 空 間
　 ２ １   壁 部
　 ２ ２   底 部
　 ２ ３   庇 部
　 ２ ４   ガ ス 供 給 部
　 ２ ５   ポ ー ラ ス 部
　 ２ ６   支 持 部
　 ２ ７   配 管
　 ２ ８   収 容 室
　 ２ ９   調 整 手 段
　 Ａ Ｒ １   溶 鋼 注 入 領 域
　 Ｍ Ｓ   溶 鋼
【 図 面 】
【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】



10

JP 7677462 B2 2025.5.15(14)

フロントページの続き

東京都千代田区内幸町二丁目２番３号  ＪＦＥスチール株式会社内
審査官　 池田  安希子

(56)参考文献 米国特許出願公開第２０２１／００５３１１１（ＵＳ，Ａ１）
特開平０９－１６４４５５（ＪＰ，Ａ）
中国実用新案第２０３１０９１９１（ＣＮ，Ｕ）

(58)調査した分野　(Int.Cl.，ＤＢ名)
Ｂ２２Ｄ    １１／００  －  １１／２２


	biblio-graphic-data
	claims
	description
	drawings
	overflow

